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名古屋グランパス ワイズメンズ クラブ 
     NAGOYA YMCA 35-16 DAIKANTYO HIGASIKU  NAGOYA 460-0002 JAPAN 
 

国際会長主題     「世を照らす光となろう」 

ｱｼﾞｱ会長主題     「歳月はＹｓをワイズ（賢者）にする」 

西日本区理事主題   「先頭に立ってワイズの光を輝かそうクラブで、地域で、国際社会で」 

中部部長主題       「前へ！声を掛け合い！」 

クラブ会長主題     「出会い、絆を大切に」 
 

                                   2012 年７月号 
           

―――――――――――＜今月の聖句＞――――――――――― 
 

求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そうすれば、見つかる。門をたたきなさい      

そうすれば、開かれる。だれでも、求めるものは受け、探す者は見つけ、門をたたく者には開かれる。 

                    マタイによる福音書７章７節から８節 

 

  名古屋グランパスホームページ http://www5.ocn.ne.jp/~ysmen/ 

  
◎第一例会  
と き：６月３０日(土)～７月１日（日） 

 ところ：ＴＯＴＯシーウィンド淡路 

 時 間：詳細は資料参照 

「 一 泊 例 会 」         

担 当：阿部新会長キャビネット他 

 第１日目：前年度事業報告 服部直前会長 

 第２日目：新年度事業計画審議 阿部会長 

 特別参加：奈良昭彦君 

 特別プログラム（海釣り）参加者は別途手続

き願います。 

 

◎第二例会 
と き  ：７月２４日（火） 

ところ  ： 名古屋ＹＭＣＡ 

時 間 ：１９：００～ 

 

 

 

◎日和田ワーク 
と き ：７月２１日（土）～２２日（日） 

場 所 ：名古屋ＹＭＣＡ日和田キャンプ場 

時 間 : 詳細は別途連絡します 

 

◎西日本区大会実行委員会 

と き ：７月１３日（金） 

場 所 ：名古屋ＹＭＣＡ 

 時 間 ：１９:００～ 

     

◎ワイズ連絡会 

と き ：７月２７日（金）  
 場 所 ：名古屋ＹＭＣＡ 
 時 間 ：１９：００～ 
 
 
 

   例     会     出     席     状     況    B  F ポイント クラブファンド（６月） 

在  席  者 15 名 第  1  例  会  9 名 当   月 ・ 切   手  ニコ BOX ノート  

例会出席者 10 名 第  2  例  会  名 当   月 ・ 現   金  感 謝 ファンド  

６ 

月  

例

会 当月出席率 66.6 % そ の 他  7 名 累              計  累          計   

 

“TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY  THAT  ACCOMPANIES  EVERY  RIGHT” 
＝強い義務感を持とう。義務はすべての権利を伴う＝ 

20１2 年７月例会ご案内 

がんばれ日本 がんばるワイズ 



 

   新年度を迎えるに当たって     
 

2012-13 名古屋グランパスクラブ会長 阿部一雄 

 

会長主題：「出会い、絆を大切に」 

会長方針：今年は名古屋グランパス

ワイズメンズクラブ20周年を迎える

年度となっています。私は 10 

周年の時も会長を務めさせ頂いてお

り、こうした巡りあわせに立ち会う 

機会を大変感謝しています。 

会長方針を考える上で、昨年起きた「東日本大震 

災」を考えずにはいられませんでした。また、20年

前のチャーターナイトの冊子を読み返しました。そ

の中で、クラブ発足にあたり吉田一誠初代会長が

「切っ掛け」についてメッセージを寄せていました。

クラブとして記念の年、復興に向け本格的に開始さ

れている「切っ掛け」の年ではないかと思っていま

す。 

当クラブのプログラムを見直すと、対外的なプロ 

グラムが少なくなってきています。そこで今年度は

「出会い、絆」を求め、各地へ出掛けるプログラム

を幾つか実施することに致しました。主題の「出会

い、絆を大切に」をテーマに、各地を訪れ次なるク

ラブの発展に繋げる考えです。各地訪問の具体的な

目的は以下の通りです。 

 

①一泊例会(淡路島) かつての震災被災地を訪れる 

ことで復興の様子を知り、阪神淡路大震災の記憶

を風化させない例会とする。 

②富士山部例会訪問 東日本区との数少ない機会を

活かし、人事交流につなげ、情報交換を行う。DBC

を結ぶ横浜とつかワイズメンズクラブとの交流も

図りたい。 

③仙台 YMCA 訪問 東日本大震災の被災地を訪れ、現

地のニーズ、これからの復興支援を考える(現地と

の下打ち合わせ済)。 

④横浜 YMCA リーダー宅話 現役リーダーを講師と

し、ワイズメンと YMCA との関係を見直す機会とす

る。 

⑤サンドルクラブ訪問(韓国) サンドルクラブ 30

周年及び当クラブ 20 周年を共に祝い、両クラブの

絆を深めるプログラムを予定します。 

 
会計就任の抱負 

会計 高田士嗣 

広報・ブリテン担当の荒川君から、

３期目の会計担当の抱負依頼があり

ました。利益追求が目的の企業集団

と違い、年間予算の決まった会計担

当ですから特別な計画、考えはございません。年間

の予算計画を遂行すべく 

①会費の速やかな徴収： 会費の意味が理解できな

い、会計泣かせの方反省してください。 

②収支のバランスチェック： 突発的な支出時のメ

ンバーとの速やかな報告連絡相談承認。 

③ファンドの有効活用の提案。 

を心がけていくつもりです。 

 

   第 一 例 会 報 告     
 

 
 

日 時：２０１２年６月８日（火） 

場 所：名古屋ＹＭＣＡ 

出席者：荒川、坂口、坂本、高田、服部、早川、    

三井、坂野 

ゲスト：荒川中部部長 小林 

 

 
 

先日の例会で、過去に経験した青年海外協力隊で

の活動をお話させていただきました。 

 
私が、ネパールに赴任したのは、今から 10 年前で、

写真や、過去に出した報告書を読み返し、古い記憶



 
をたどり、あの頃の、意気込みややる気を今一度奮

い立たせる良い機会となりました。 

まだまだ、話足りないことはありましたが、また

機会があればお話させていただけたらと思います。 

 最後に、あの頃の活動の成果が、どのようになって

いるか、現地に赴きこの目で確かめることができた

らなと思いました。つたない、話ではありましたが、

ご静聴いただきありがとうございました。 

 

 
 荒川次期中部部長と小林ワイズの訪問がありました 

 

 

   事業主任いよいよ本番です      
   
「チーム成瀬、いよいよキックオフ！」 

 

６月１０日、西日本区大会にて理

事・役員引付継式が行われ、いよい

よ成瀬理事期のスタートとなりま

した。 

私は西日本区Ｙサ・ユース事業主任

としてこの一年間務めていきます

のでどうぞよろしくお願いいたします。 

事業主任の務めを始めるにあたり、区役員としてみ

なさまに２点お願いがあります。 

ひとつは、「国際ユースコンボケーション（以下

IYC）」について、今年は故坂倉洋ワイズのご子息、

坂倉央輝コメットが参加することはすでにご存じの

ことだと思います。今年は国際大会の開催年であり、

IYC は国際大会の開催地のノルウェーにて行われま

す。出発まであと一か月足らずとなりましたが、彼

が安心して IYC に参加できるよう、みなさまの温か

い見守りと応援をよろしくお願いいたします。また、

帰国した後は西日本区に対し IYC 報告書の提出が義

務付けられておりますので、こちらの作成について

も手助けをお願いいたします。 

もうひとつは、Ｙサ・ユース献金 100％達成のお

願いです。今期の目標はメンバー１人あたり 1,500

円の献金が目標額です。毎年のように主任が献金

100％達成を呼びかけていますが、なかなか思うよう

には集まらないのが現状です。この事業の主な収入

はメンバーからの献金であるため、献金が集まらな

ければせっかく計画した事業を執行することができ

ません。ワイズメンズクラブをはじめ YMCA やユース

の活動を活発化させるためにも、今期は献金 100％

達成にご協力をお願いいたします。 

最後になりましたが、お願いついでにもうひとつ。

すでにご存じのとおり、今期の中部Ｙサ・ユース事

業主査はわがクラブの松原ワイズです。毎年リーダ

ートレーニング、キャンプ場整備、チャリティーラ

ン、フィリピンワークキャンプの支援などＹサ・ユ

ース事業にかかわるさまざまな取り組みを行ってき

たわがクラブですが、今期は例年以上にこれらを盛

り上げていただきますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

2012－2013 西日本区Ｙサ・ユース事業主任   

下村 明子 

 

    第 15 回西日本区大会       
 

 
     

日 時：２０１１年６月９日(土）・10 日（日） 

場 所：滋賀県立文化産業交流会館（大会） 

    長浜ロイヤルホテル（懇親会） 
出席者：阿部＋メネ、荒川＋メネ、服部＋メネ、   

早川、下村、坂本、吉田＋メネ 

 

 
 

                   荒川恭次 

 第 15 回西日本区大会に参加しました。今年の会場

は長浜ということもあり、名古屋からは程よい距離

なのでグランパスメンバー一同車乗り合いでの参加

となりました。今年の大会は名古屋クラブの成瀬氏

の理事就任式と我が下村君のＹサ・ユース事業主任

就任式でもあり、歴史的場面を逃すまいとカメラを

構えておりました。また来年は名古屋で大会が開催



 
されるため、実行委員会の服部広報委員長ほか、担

当の面々はその視察を兼ねての参加となり、例年と

は違った一種緊張感のある大会参加となりました。 

そうは言っても遊びの達人グランパスメンバーで

すから、ちゃんと楽しいプライベートプログラムを

こなすことができました。 

 そう言う私も成瀬理事キャビネットの事務局員と

して走り回った２日間でした。今年度はとても忙し

くなりそうです。 

 

 
  オフィシャルな記念写真（下ちゃん頑張って） 

 
  プライベートな記念写真（みなさん満足そう） 

 
      ＹＭＣＡだより       
                  

        連絡主事 坂本清則 

チャリティランの大会委員長が、チャック・ウィル

ソン氏から有森裕子氏に引き継がれることになりま

した。有森さんは、もちろんバルセロナ・オリンピ

ックで銀メダルを取ったマラソンランナーとして有

名ですが、障がい者支援にも深い関心をお持ちで、

スペシャル・オリンピクス日本の理事長も務めて 

おられます。グランパスクラブは、毎年スペシャル・

オリンピクス愛知のチームスポンサーとして、愛知

県における交流と支援に一役かっていただいていま

す。有森さんの委員長就任によって、今後このチャ

リティランを通じてのＳＯ愛知との交流と支援が、 

いっそう意味あるものとなることでしょう。 

 

 

                    

      そ の 他          
 

１．今月の誕生日 

  

   
      坂口 公美（ ６日） 

      三井 敬子（１７日） 

      早川 弘美（２７日） 

      
 

２．西日本区強調月間 

 

７月度強調月間Ｋｉｃｋ－ｏｆｆ ＥＭＣ－Ｃ 

MC の C は Conservation。クラブ発展はクラブの

健全な運営と維持・存続から。今一度、クラブが

健全に運営されているかチェックしてみましょ

う！  

     米村謙一 ＥＭＣ事業主任（熊本むさし） 
 
 

３．例会等出席状況 

No. 氏 名 

6 
／ 
16 
 
第    
一 
例 
会 

 6 
／
9- 
10 
西 
日
本
区
大
会 

 
／ 
 

 
／ 
 

 
／  
 
 

1 阿部 一雄  ○    

2 荒川 恭次 ○ ○    

3 石原 邦利 ○     

4 坂口 功祐 ○     

5 佐藤 壽晃      

6 信田伊知郎      

7 下村 明子  ○    

8 高田 士嗣 ○     

9 坂本 清則 ○ ○    

10 服部 庄三 ○ ○    

11 早川 政人 ○ ○    

12 坂野 清治 ○     

13 松原   誠      

14 三井 秀和 ○     

15 吉田 一誠  ○    

16       

17       

 計 
9 7    

 
  


